
 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

自動車用加工性冷間圧延高張力鋼板及び鋼帯 

JIS G 3135：2025 
 

（JISF） 

 

 

 

令 和 7 年 4 月 21 日  改 正

認定産業標準作成機関 作成・審議

（日本規格協会 発行）



 
G 3135：2025  

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

____________________________________________________  
主 務 大 臣：経済産業大臣  制定：昭和 61.7.1  改正：令和 7.4.21   
担 当 部 署：経済産業省イノベーション・環境局 国際標準課 

（〒100-8901 東京都千代田区霞が関 1-3-1） 
官 報 掲 載 日：令和 7.4.21 
認定産業標準作成機関：一般社団法人日本鉄鋼連盟 

（〒103-0025 東京都中央区日本橋茅場町 3-2-10 鉄鋼会館 TEL 03-3669-4826） 
審 議 委 員 会：一般社団法人日本鉄鋼連盟標準化センター 鋼材規格三者委員会（産業標準作成委員会） 

（委員会長 榎 学） 
 この規格についての意見又は質問は，上記認定産業標準作成機関にご連絡ください。 
 なお，日本産業規格は，産業標準化法の規定によって，少なくとも 5 年を経過する日までに見直しが行われ速やかに

確認，改正又は廃止されます。 
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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準

作成機関である一般社団法人日本鉄鋼連盟（JISF）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を改正すべ

きとの申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS G 3135:2018 は改

正され，この規格に置き換えられた。 

なお，令和 8 年 4 月 20 日までの間は，産業標準化法第 30 条第 1 項等の関係条項の規定に基づく JIS マ

ーク表示認証において，JIS G 3135:2018 を適用してもよい。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 G 3135：2025 
 

自動車用加工性冷間圧延高張力鋼板及び鋼帯 
Cold-reduced high strength steel sheet and strip with improved formability 

for automobile uses 
 

1 適用範囲 

この規格は，主に自動車，電気機器，建築材料などに用いる加工性の良い冷間圧延高張力鋼板（以下，

鋼板という。）及び冷間圧延高張力鋼帯（以下，鋼帯という。）について規定する。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS G 0202 鉄鋼用語（試験） 

JIS G 0203 鉄鋼用語（製品及び品質） 

JIS G 0320 鋼材の溶鋼分析方法 

JIS G 0404 鋼材の一般受渡し条件 

JIS G 0415 鋼及び鋼製品－検査文書 

JIS Z 2241 金属材料引張試験方法 

JIS Z 2248 金属材料曲げ試験方法 

JIS Z 8401 数値の丸め方 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次によるほか，JIS G 0202 及び JIS G 0203 による。 

3.1 
予ひずみ応力，RWH 

引張試験において，全伸びを 2 %としたときの試験力を，予ひずみ前の試験片平行部原断面積で除した

値（N/mm2）（図 A.1 参照） 

3.2 

ひずみ時効降伏応力，RSA 

2 %の全伸びを与えた後，170 ℃に 20 分間加熱後，空冷した試験片の降伏点における試験力を，予ひ

ずみ前の試験片平行部原断面積で除した値（N/mm2）（図 A.2 参照） 


